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広島県内の２地点で各月に採集されたマダニ類

広島県内では現在までに3属11種のマダニ類の生息が確認されている

調査実施：2010年4月～2011年3月

調査地点 地点A（標高162m）及び地点B（標高65m）

最高気温10℃以下で採集数は減少し，

5℃以下ではほとんど採集されなかった

マダニ類の活動は活発

マダニ類の活動は不活発



マダニマダニマダニマダニのののの成長成長成長成長ステージステージステージステージ
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脱皮して成長する

ためには必ず吸血

が必要



マダニのライフサイクルと吸血源となる哺乳類

吸血後に産卵 （2000～3000個）

孵化：幼虫

吸血後脱皮：若虫

吸血後脱皮：成虫

不完全変態
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マダニに吸着される（刺される）

1mm1mm1mm1mm

ヤマアラシチマダニの若虫に吸着されて

約2時間経過

ダニの若虫多数に吸着されて約4時間経過

若虫に吸着されて2日経過

痛くもかゆくもないのでなかなか気付かない



マダニによる刺し口の組織像

写真写真写真写真：：：：福井大学医学部福井大学医学部福井大学医学部福井大学医学部

矢野泰弘矢野泰弘矢野泰弘矢野泰弘 博士博士博士博士

皮膚に口器を差し込み，セメント様の物質によりしっかり固着する

アカネズミ耳介にヤマトマダニ幼虫が咬着した刺し口部分の矢状断面

マダニ類若虫の口器



ダニ吸着の予防法

ダニが媒介する感染症を予防するためには，ダニに刺さ

れないようにすることが重要です。そのため，農作業や

レジャー，庭仕事など，野外で活動する際には，次のよ

うな注意が必要です

①①①① 長袖，長ズボンなどを着用して肌の露出を避ける。ズボンや

シャツの裾などを入れ込んでダニの入り込みを防ぐ。長靴を

はくのもよい

② 肌が露出する部分には防虫スプレーを噴霧する

③ 作業後は体や衣服をはたき，ダニを落とす

④ 帰宅後はすぐに入浴して身体をよく洗い，ダニが付着して

いないかチェックする

⑤ 脱いだ衣服は放置せずにすぐ洗濯するか，ナイロン袋に入れ

て口をしばっておく



吸着したマダニの除去方法

マダニ類は体部をつまんで引っ張ると口器がちぎれて皮内に残っ

てしまう事があるため，口器を残さない方法でダニを除去する必

要があります

ダニをつぶしてしまうと病原体を持っていた場合によくないので，

ダニをつぶさずに慎重に除去します

● ワセリン法（夏秋法）： 患者への侵襲性は低い

患者自身で処置可能

● 後方刺入法（馬原法）：確実にダニを除去できる

医療機関で実施する必要がある



タカサゴキララマダニ若虫

口下片を皮内に残さず摘出

ワセリンで刺咬部を被覆

ワセリン法（夏秋法）

①①①① ワセリンでダニの虫体ごと刺咬部を被覆する

②②②② 30分間放置する

③③③③ ガーゼや布で拭き取る（窒息してマダニが取れる）

資料提供：馬原文彦先生（馬原医院） 参考資料：マダニの除去法日本医事新報 11月7日号，p80-82，2009



後方刺入法（馬原法）

①①①① 局所麻酔剤2cc位で局所を膨隆させる

②②②② 外科用または眼科用の曲型両尖剪刀を用いてマダニの虫体下面に沿って刺入する

③③③③ 鋏を開いてマダニの下に空間を作る

④④④④ 潰さないようにピンセットで空間に落とし込むように採取する

資料提供：馬原文彦先生（馬原医院） 参考資料：マダニの除去法日本医事新報 11月7日号，p80-82，2009
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マダニが媒介する主な感染症

中東，中央アジア

アフリカ

など

中国，アメリカ

日本：山口県

愛媛県

宮崎県

広島県

長崎県

（2013/2/28現在）

広島県を含む
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発 生

地 域

各種のマダニ

（27種以上）
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日本紅斑熱

マダニが媒介する

リケッチア(細菌)感染症

広島県では1999年に初めて患者が

確認され，現在までに県内で94名の

患者が確認されている

広島県内での日本紅斑熱患者が

確認された地域(1999年～2011年）
http://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploaded/attachment/66614.pdf



広島県内で確認されているマダニ類
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県内では3属11種のマダニ類の生息が確認されている



旗振り法によるマダニの採集調査

旗に付着したマダニ

フタトゲチマダニフタトゲチマダニフタトゲチマダニフタトゲチマダニの成虫♂

（約3mm)

ネル布で作った旗で植生上をなでると

マダニ類がしがみついてくる


